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１　令和６年度の実績

（１）事業実績

（２）管理経費 （単位：千円）

管理運営評価シート（令和６年度）

施設名称 村上市郷土資料館等 評価対象年度 令和 年度

指定管理者名 公益財団法人イヨボヤの里開発公社 所管課 生涯学習

指定期間 令和4年４月１日～令和９年３月31日（５年間） 評価者（課長） 平山　祐子

利用実績
・郷土資料館・若林家住宅・歴史文化館入館者数13,410人
・三の丸記念館利用者数1,554人
・武家屋敷入館者数3,878人

サービス向上の
取組

①ホームページやSNSの充実
②関係職員による改善案の提示と対応
③続日本100名城スタンプの設置や各種カードの配布による来館機会の創出

区分
前々年度 前年度 当該年度

合計 備考
（４年度） （５年度） （６年度）

収
入

指定管理料 50,974 52,131 58,842

事業収入 21

161,947 基本協定額： 277,468 千円

利用料金 0

88 130 239

自主事業収入 0

その他 0

収入合計　① 50,995 52,219 58,972 162,186

支
出

人件費 21,529 21,725 25,477 68,731

事務費 1,815 1,408 1,773

福利厚生費 3,771 3,902 4,553 12,226

4,996

管理費 21,151 22,416 23,958 67,525

水道光熱費 5,831 6,176 6,566 18,573

修繕料 248 862 1,186 2,296

使用料・リース料 1,061 1,046 1,171 3,278

手数料・保険料 587 568 571 1,726

委託料 13,424 13,764 14,464 41,652

事業費 132 73 66 271

自主事業経費 74 93 152 319

その他 2,576 2,607 3,016 8,199

支出合計　② 51,048 52,224 58,995 162,267

収支差額（①－②） ▲ 53 ▲ 5 ▲ 23 ▲ 81



２　共通評価項目

自
己
評
価

所
管
評
価

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

◎ ○

○ ○

○ ○

◎ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

◎ ○

◎ ○

○ ○

○ ○

○ ○

（記入者）自己評価…指定管理者　所管評価…施設担当課

評価項目 判断基準
備考

（◎、△、×のときは評価内容、その他
特記事項があれば記入）

公の施設の平等な
利用の確保

事業内容等は、一部の市民や団体に対して、不当に利用を
制限又は優遇するものではない。

社会的弱者の公平利用について、配慮されている。

情報公開、個人情
報保護の取組

情報公開、個人情報保護に係る措置が適切に講じられてい
る。（書類の保管、社員への周知等）

情報公開、個人情報保護について、内部規約の整備や実施
基準等が考慮されている。

従業員の労働条件
など法令遵守によ
る管理運営

適切な労働条件や運営体制が確保されている。

関係する法律、条例等を理解し遵守している。

業務仕様書の水準
を満たしたサービ
スの提供

公の施設の管理運営にふさわしい理念やコンプライアンス
の取組等、透明性の高い運営を行っている。

施設の設置目的を理解し、仕様書に指定された業務を実施
している。

創意工夫による
サービス向上と自
主的な経営努力

サービス向上のための取組を行っている。

利用者の要望や意見を把握し、その対応方法が的確になっ
ている。

施設やサービスの利用促進・拡大を図るため、適切な広報
や的確な手法を行っている。

自主事業の実施方針及び内容は施設の設置目的を果たす
ものとなっており、効果的に実施されている。

経営努力による経
費縮減の取組

安全な管理体制及び事業実施に対して、適切な収支決算と
なっている。

縮減の取組がサービス低下につながらず、バランスが図ら
れた事業内容となっている。

管理効率化等による余剰分を新たなサービス展開による施
設効用の拡大につなげている。

新たな収入の創出等、経営の安定化に向けた独自の取組を
行っている。

適正な人員配置や
人材育成の取組

適切な人員や有資格者の配置、勤務体制、労働管理となっ
ている。

人材育成に対する積極的な取組が講じられており、職員研
修等の人材育成に取り組んでいる。

安定的な財務基盤
による管理運営

指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有してい
る。

事件・事故や利用
者への対応

苦情、事故、トラブルを防止するための具体策や対処方法
は適切である。

利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整備され
ている。

地域貢献への取組

市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に寄与
する事業内容である。

地域と連携した事業の実施や、地域活動への参加等による
地域貢献に取り組んでいる。

◎：協定等の内容を超える水準で業務を履行している　○：協定等の内容どおり業務を履行しており適正
△：協定等の内容に対し、一部不履行がある　×：協定等の内容に不履行があり改善の必要がある　－：該当なし



３　業務実施上の課題（指定管理者が記入）

（１）指定管理業務実施上の課題

（２）課題解決に向けた取組

（３）その他

４　全体的な評価

各施設とも建設から年数が経過しており、設備の劣化が目立っている。空調や電気設備などの主要設備は概ね改修を終え
ているものの、照明設備は水銀灯(2021年生産等終了）、蛍光灯（2027年生産等終了）がメインであり、退色等の観点からも
早急なLED化が必要と思われる。また一部の公開武家屋敷について、茅葺の経年劣化が進んだ影響により、茅の部分が腐
食し著しく傷んだ状態となっている。早急な補修や葺き替えが必要なほど深刻な状況であり、定期的な補修が必要である。
令和７年度に茅葺屋根の補修工事が行われる個所もあることから、今後も継続的な差茅等の対応が望まれる。

武家屋敷については定期的に茅葺屋根の状況を所管課に報告し、葺き替えおよび差茅の計画的な実施を要望しているとと
もに、応急処置や日常できる範囲での維持管理を継続的に行っている。

①利用者からの主な意見や苦情、対応策

アンケートの集計結果では窓口職員の接客態度等は「非常に良い」「良い」という回答が全体の85％を占めており、職員「悪
い」「非常に悪い」という評価はなかった。各施設で実施している来館者アンケートはこまめに確認しており、苦情があった場
合には早急に対応できるようにしている。

②その他

（１）指定管理者の評価

郷土資料館・若林家住宅・村上歴史文化館の有料入館者数および公開武家屋敷への入館者数は昨年に比べ増加した。コロナ禍
以前の水準には達していないものの回復傾向であるため、今後も利用者のニーズにあった企画展や事業を行うことを意識し、市
内外および県内外へのＰＲも積極的に行いながら、更なる入館者増加に務めていきたい。

（２）施設所管課の評価

施設管理・運営では、施設や設備等の老朽化に伴う大規模な改修および修繕について、指定管理者による点検管理および所管
課との定期的な協議を行うことで、計画的に行うことができている。
今後も市民及び観光客の要望や歴史・文化の振興に寄与する企画展示を行っていただきたい。また、協力事業については、開催
内容および方法を検討し、継続的な事業となるよう努めてもらいたい。

（３）次年度の管理運営に対する指導事項等（施設所管課）

今後さらに入館者数が増加していくことも考慮し、適切な施設管理と親切丁寧な対応を心がけ、利用者の満足度向上を目指して
管理運営を行ってもらいたい。また、近年の状況に合ったPR方法や企画展示を含め、市内の伝統行事に関するイベントの開催も
積極的に検討し、次世代に向けた文化の継承および貴重な地域資料の保存や、市民の郷土史学習の拠点として最大限活用され
るよう運営に取り組んでもらいたい。


